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【直近の景況感を示すDI】　※DI(景況判断指数：Diffusion Index の略)＝（良い割合）－（悪い割合）

２０２４年
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

２０２５年
2月

売上 ▲ 3.9 4.9 4.9 7.9 7.4 3.7 4.9 10.8 5.0 2.0 8.0 14.0 ▲ 1.0 ⇘
採算 ▲ 4.9 6.9 0.0 ▲ 1.0 ▲ 7.4 ▲ 3.7 2.0 ▲ 2.9 ▲ 8.0 6.0 ▲ 5.0 ▲ 3.0 ▲ 15.8 ⇘
業況 1.0 4.9 ▲ 2.9 ▲ 3.0 ▲ 4.6 ▲ 0.9 2.9 6.9 ▲ 3.0 2.0 2.0 ▲ 1.0 ▲ 9.9 ⇘

仕入単価 ▲ 65.7 ▲ 67.2 ▲ 71.4 ▲ 73.8 ▲ 75.9 ▲ 74.3 ▲ 71.1 ▲ 70.6 ▲ 71.5 ▲ 69.0 ▲ 69.0 ▲ 77.0 ▲ 72.8 ⇗
* 従業員 39.2 36.3 35.9 32.7 29.6 37.4 34.3 34.3 37.0 38.0 33.0 29.0 29.7 ⇘

【向こう３か月間の先行き見通しを示すDI】
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【2月の概要】
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　直近の景況感を示すDI値は、「仕入単価DI」が4.2ポイント改善した。一方、「売上DI」が▲15.0ポイ
ント、「採算DI」が▲12.8ポイント、「業況DI」が▲8.9ポイントと大幅に悪化。「従業員DI」は0.7ポ
イント人手不足感が強まった。「売上DI」は1年ぶりにプラス水準からマイナス水準へ転じた。「採算
DI」は▲15.8ポイントと、過去2年間で最低水準となった。
　先行き見通しを示すDI値は、「採算DI」が2.1ポイント改善。一方、「売上DI」は▲9.1ポイント、
「業況DI」は▲1.0ポイント、「仕入単価DI」は▲3.5ポイントと悪化。「従業員DI」は2.7ポイント人手
不足感が強まった。
　コメントでは、諸物価高騰・人件費の上昇に苦しむ声が引き続き寄せられた。また、大雪の影響から
特に水産業やホテル業界、運輸業は顕著な打撃を受けたことが窺える。

・見通しが改善したDI値：採算2.1ポイント

・見通しが悪化したDI値：売上▲9.1ポイント、業況▲1.0ポイント、仕入単価▲3.5ポイント、従業員2.7ポイント（人手不足感が強まった）

26.0

▲ 42.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※従業員＝（不足）－（過剰）

従業員

今年の冬は各地で記録的な大雪に見舞われていることから、これまで高速と国道の同時通行止めが何
度か発生しており、トラック幹線便の運行に影響が出ている。

▲ 7.9

業況

▲ 10.0
▲ 10.0

28.7

採算

▲ 2.0

0.0

災害級の大雪が経済活動に大きな悪影響を及ぼす
直近、先行きのDIは共に全体的に悪化、特に「売上DI」は大幅な悪化

・マイナス幅が増加したDI値：採算▲12.8ポイント、業況▲8.9ポイント

売上（受注・出荷）
6.0 31.0

【 業 界 か ら 寄 せ ら れ た 主 な コ メ ン ト 】

寒波の報道以降、キャンセルの連絡が増加し一気に動きが悪くなった。また、長引くエネルギーコス
トの上昇や実質賃金低下等のマイナス要因により、先の予約状況も鈍い状況である。

▲ 3.0 ▲ 55.5

資機材の値上げ、人件費上昇、諸物価高騰が設備投資の控えに繋がり、工事量が減少している。

今月に関しては大きな工事が終わり売上も増加したが、人材確保のための出費も増加している。また
物価高に加え人件費も増加しており、収益を圧迫している。

期末ということもあり、業況見通しがあまり良くない。トランプ大統領次第で今後の状況も変わって
くるだろう。

5.9

仕入単価の上昇が、今後の業況に影響を及ぼすと思われる。また、春闘で時給が上がってもその水準
まで上げられるか疑問。
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・マイナス幅が減少したDI値：仕入単価4.2ポイント

仕入単価

・プラスからマイナスに転じたDI値：売上▲15.0ポイント

・プラス幅が増加したDI値：従業員0.7ポイント（人手不足感が強まった）

15.0 ▲ 52.0

寒気の流入による降雪は、中央卸売市場及びピア万代においても災害級であり、売上は大幅に下方修
正。新潟漁協の水揚げ高も極めて少なかった。

闇バイトによる強盗事案の発生が体感治安の悪化を招いていることから、セキュリティ需要が高まり
業界をはじめセキュリティ導入に関する問い合わせが増えている。

卸
売
業 食料品関係の値上げが家計を圧迫し続けている。エンゲル係数が上がれば可処分所得が減少し、消費

行動に深刻な影響が出てくるのではないかと危惧している。
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直近の景況感を示すDI値(前年同月比)

公共食品の個店大雪の影響で宿泊 売上前
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早期景気観測調査 新潟商工会議所管内 2月分


